
質汚濁防止対策調査
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目 的

最近水質汚濁による水産被害が多〈なり管とわきと防止するための基礎的実態を調査する。

11 

調 査 内 容 又づ方法

調査対象水域

央入瀬川水系 I_'-• '-~ 

追良瀬川水系水域

'.2)調査項目

司社会経済的調査

(イ)河川猷況誼査

(坊生物調査

(3) 事業実施期間

昭和 4日年 10月~昭和 41竿きた

(1) 

E 

調査結果

突入瀬川水系水域

ケ) 社会経済的調査

(A) 水域周辺の都市・産業の現況と，将来計画

周辺には十和田市・百石町・十和田町・六戸町・下田村の 5市町村がある。経世帯数およ

び人口は. 17，500世帯. 87，7目白人である。

産業は農業治生体をなしている。

水域の中流以下は八戸地主新産業都市残設計頁の一部となっており，工業l誘発の対象とな

っている。

開田は，本流からよレ;水す 3もφだけで 4.000hとぷ必されている。

水利用の現況と将来計盈;

このJ1 如水は多常に引用されているが~ )老窓お，;:{}長室i二多 1利用されている。発電所は

4ク所あり，そのうち出力の大きい3発電所に:1 r.t:.~ L二宗主EZ.逗荊沼しており 1発電所当り

20-22m~γ自信である。

農業用水は5月下旬-9九上勾ω閣に平均.35ι〆S6古本流から取水する。

開田 4，000 h aが近く実現すれば豹12耳1'/'鉛G 益く取水されることになり，将来工業開

発がおこなわれれば工業用水として利用される水も数料水その他も若干増える。

E 
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(吟水域内の漁業の概況

奥入瀬)1{7.k系には 4組合(約 8 0 0名)あって，これらが奥入瀬)11地区協議会を組識して

管理にあたっている。この外奥入瀬川鮭鱒増殖漁業協同組合において. 9月下匂から 12月

上句にかけて凱i二するサヶ，ザズの八工ぶ化放流事業を行なっている。

水系は，渓流，上・中・下流の4形態をそなえそれぞれに適応する魚種:(ゴイ，フナ.ウ

グイ，アュ，ニジマス，ヤマメ，イワナ)も多く，これに調達する漁業が営:まれるのは当然

であるが，漁業の種類は行使遊漁規則lごまづて竿釣と網(たも，間ツ手，すくい s 投網)に

限られ，網類は目合の制限をして濫涯を防1としている。

特殊漁業としては，ァ三.ウグイ等を採摘する葉瀬f1漁業のほか居繰網・留によるサク，

マス親魚採捕漁業がある。漁獲量は30トン前後で県下河川iから諺動アる水揚量の 3-8%前

後である。

(司 水域内の重要水産資源を対象とする漁業の現状とそれに対する保護措置

本河川の特色は，鮭鱒族の魚類を主体とした漁業で，ここ 8ク年の漁獲内容からみてもサ

クと陸封性マスの漁獲が多く，次いでウグイの!鼠となっているが，主要水産資腐す象魚はサ

ク，マスにつきるといっても過言ではない。

これらは，前述の留・居繰糊こよって採捕されるが，留による漁獲が?日%以上を占めて

いる。

サクについては，年々親魚探捕数も増え，戦後における放流数と 4.5.6年後の捕護尾数と

の聞には正の相関がみられる。

マスについては，サケに比べると微々たるもので減少の一途をたど、っているが，上・中流

及ぴ支流地区はヤマメ，イワナ及び最近放流されているニジマス，カワマスの好漁場となり

つ Lある現状で，中流地帯においてはサクラマスの増殖放流が行なわれている。

これらの保護措置としては，県規則による河白の禁漁区設定及び体長，時期制限を行なう

一方，行使・遊総見則によって網自の制限並びに禁止区域及び時期等を設けて魚族の保護を

行なうとともに多数の監視員をして厳重な違反取締りをおこなっている。

(イ)河川状況調査

(A) 河 川水 質

8月. 1 0月の 2回河口から 5Kmどとに調べた。

その結果，水温・ PH・電導度・塩素量・震度・ D0・BODとも異常なかった。

(B)河川流量・潮汐・潮流等の状況

流量………近年における最大流量および最lJ、流量は下流の百石町において 201 m8/sec 

および 8.3m8/ 関口である。

この)11は5月下旬から?月上匂まで農業用に多量に取水されるので流量が著しく少なくな

る。下流において平常数 10 mS/ 目前の流量である。

潮汐………平常は河口附近でも潮汐の影響がない。暴風時の感潮限界は河口から約 1.5日O

mである。

潮流……・・治岸流は北へ流れている。

(0) 河川状況

流程・・H ・H ・'67 Km 

流れ方・H ・H ・..渓流部は平均勾配1/83で激流をなしているところもあり，中流部は1/14日

-1/ち50.下流部は 1ぺ.000である。
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発電および長業に取水されたり，時々放水されたりしているので，流れにむらがある。

底 質……・・渓流部では岩石や僚が多くみられ，下流ではや h小さな磯および砂がみられ

る。

工作物....・H ・-本流だけで橋が25 ，農業用堰堤 24，発電ダム 2，農業用取水口 33 ，排

水口 20数ク所がある。

(対生物調査

(今.(C) ¥底棲生物調査および餌料生物の種類と分布

底棲動惚・H ・H ・-・川l底の石塊に生活している水生昆虫を方形枠 (30X20cm)により採取し

た。 8月， 1 0月いす抗も茸崎自が最も多く，双趨目，毛沼田がこれに続き，一般に瀬が淵よ

りも多く昆虫を擁している。

また，河)1彫態上から，この)11の中流・上流・渓流と呼ばれる地帯が水生昆虫にとって生活

に適した環境にあると思われる。

特に)11日より 35-50Km地帯で最も多くの個体を採取した。十和田湖iこ近接した 65 Km地

点附近になるとや L棲息数が少ない。

着生藻類・h ・a・...lcmxsC1TC待により 5箔の石から計 100C'1s について付着物を採集し，沈

澱量をみたが砂泥ι 摂頭の豆別が困難なた tt}..':tr~l9J炉で燃焼させて有機物重量を計算した結果.

8月・ 10月の差，濃と淵の差に一定の傾向は認め難い。

f可床裂では中流が最も多く，渓流が少なかった。

金重量に対する有機物重量の比では，上・下流の，'ijIJなく瀬が多い傾向が認められた。

流下プランクトン....・H ・-十和田 j筋カミら流下するプランクトンを調査するため .67，65，35

崎地点の三点でネット採集した結果. Acanl;hOdla:p"tOmus(マス類の餌料として重要)

が65 Kmまでは認められたが. 3 5胎世出点では全く認められなかった。

肉親魚，幼稚魚の生態と分布

との調査は. 8月と 10月とに)11口より投網，煽網で順次魚を採捕することにより進められ

た。

その結果，奥入瀬川では 11科 18種の魚が採捕され.ヤマメの棲患範囲は)11口より 25 

Kmから 40 Kmの聞であることが解った。

件) その他水産資源保護.培養のうえで基礎となる必要な事項

。砂て利採取の問題

河川敷の公有地と私有地との境界線をハツキリさせて採掘がなされていないこと。

。用水および河川庄作物

大小 30有余の発電・用7k・砂、防ダムが散在し，魚族の成育および繁殖上直接・間接tこ被

害をおよぼしている。

。河川|への汚fJ透葉および十メ流しの防止

材)総括

。安全確保上重要な J.kt.或の範Hl

河口から 40 Kmまで

。水質の基準

BOD 3PPM以下

。水質汚濁予防の諸措置

塵芥を)11に投入しないこと。 重量薬その他有害水を川に流さないこと。
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追良瀬川水系水域

的社会経済的調査

(刈水域周辺の都市.産業の現況と噴来計画

このJ11は，深浦町だけを流れるJ11であり.流域には追良瀬と松原との 2部落があり 19日戸

970，入、が住んでいる。

産業は農業と林業が主である。

開田計画は約80haある。

(弓 水利用の現況と将来計画

家電用に 2.5mY自由c，農業用に 0.164m8/ 自由C利用されている。

開田が実現されれば約 0.7m"/secが増える。

(C) 水域内の漁業の概況

全水系に貰って追良瀬内水商漁業協同組合一本によって管理されており組合員は 150名程

度である。

アユ漁業が主体で投網・友釣・ガラガク・毛釣・追たもといった漁具が用いられ.秋には

アユ築による漁獲が行なわれている。砂防ダムより上流及び支流地区はヤマメ・イワナの恰

好の釣場となっている。

(功水域内の重要水産資源を対象とする漁業の現状とそれに対する保護措置

本河J11は往時(昭和 36年迄)は，マス類の棲息湖上する河J11として知られていたが.近

年は発電，砂防.用水タ・ム等によって娩とが遮断されると同時に親魚の湖上も激減し.それ

にかわってアュ漁がその主体を占めるようになった。

アユは 15 Km地点までは全Mこ分布しているが，先ず1Km地点にある用水堰がアユの湖上

をさまたげる大きな障壁となっている。

これについては，人工河川を設けて瀕上を助けているが.次に 15Km地点にある砂防タ・ム

の魚道が用をさなず，ここでアュはストップしている現状である。

これらのととに対し.県および行使・遊漁規則によって禁止区域(河口周辺)，漁具.漁

期制限等を定めているが.本河川について今後考慮せねばならない問題として

・異常なアユの湖上等における処置および調整(種苗・供給}

・砂前，発電ダム上流への移殖放流(河JI刷用)

・アユの集荷販売事業(流通対策)

・サク，マス卵の移殖ふ化放流 である。

付)河JII状況調査

(A) 河 川 水 質

各分析値とも異常はなかった。

(功河川流量.潮汐.潮流等の状況

この)11の流量は平均3-5. 7 mγsecである。

昭和 40年6月-9月の最大は 28. 3 m8/ sec .最小は1.95 m8/Secであった。

河口の河床が高いので，潮汐により海水が逆流することはない。

(C) 河川性状

流程・H ・H ・-・金流程の平均勾配は 1/56 でかなり急である。最も勾配の小さいところで 1パ40

急なところで1/24 となっており，金流程が激流状をなしており，いたるところ激流となっ

ている。
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底質・・H ・H ・-流れが速いので河口まで砂利がみられる。

中流以上では岩盤が露出したり.日制が散在している。

工作防…・…・橋梁は永久橋 1.軌道橋 1. 吊橋で.このほか発電ダふば本流iこ>1.支流に

1計2ある。

用水ダム 2.砂防ダム 1.農業用取水口 8，排水口 6ケ所がある。

(ウ)生物調査

(A). (0) 底棲生物調査および餌料生物の種類と分布

底棲援物……・・・採集方法は突入瀬)11の場合と同じ，躍路与自が最も多く f !i..趨自，毛趨目が

とれに次いでいることは奥入瀬川と同様であるが.毛趨目⑤占める割合は m 突入務)11'こ比し

て大きい。

支流は.いす苛もも毛麹自が双趨目より多い。

追良瀬)!!は.)! 1口から中流地帯の後相を呈しているの?.昆虫の個体数もこれに対応して

)11口附近か久多か勺た。

この状態は，調査地点、の_n鳴(3 0 iim地点)まで変りなく続いている。

7菅生藻類…い$突入瀬Jliと向じ方法で8月， j 0月の 2回調査した結果.有機物重量は 1

......5 0巧の範囲iニあり.中流が最も多いこと:士突入瀬戸!と同機であった。

8月の瀬と淵を比較すると，瀬が大きい留を占1ていたが. 1 0月ではこの傾向は認められ

なかった。

また，子有機物の含有比率は瀬が多く.突入瀬JlIとおj様であった。

発電ダム J:)ブラックトジ(8月)…・...../J主主プランク Fンネット iこより採集した結果.佳

葎類MeJ.osir王パy・;10811:1.，. :N J，， 7~ 川河川 d ，L，J. phla{?)等少数みられ.場J物

ブランクトンばみられなかった。

(弓親魚.幼稚魚の主淳、と分布

この調主iま. 8月と 1 0月にふJ仁1 よりiFJこ投捕による採捕ですすめられた。

それにより 6科?径の魚純計士され，ヤマメは下。械から分布L.特iこブユは 15 Km地点ま

での最優勢;魚であることが明らかになった。

(斗 その他水産資源保護培養のうえで基礎となる必要な事項

砂利採取....・H ・.) 11口から約1.5 Kmに至る聞の砂割採取は.アコ~ o;主邦床を荒廃させる一方，

河水の流れを移動さぜそれを利用して脅漁行為が行なわれる傾l句ニある。

用水および河)1 tr:作物・……・今後開拓事業が推進するに伴い.本河 )1;の♂IJ用は~~んにな

ると思われると同時に河川庄作物(堰堤，河川敷)等も逐次増えるものと考えちれるが帯既存

のダムのうち魚道の不備によろ魚族の減よ同様，ケものが. ?ケ所ある。これの改修が必要であ

るっその他と L ては~ l11 ~~-~ tさきである;ため製材君主力T多〈， '吉-"鋸容を遺棄し.またよ流地区

における毒流し，こよる密漁を:雪;手書すること。

(方 ) 総 括

安全確保上，重要な水域の範毘

河口から 1Kmまで

水質そのものは正常で問題はないがも今後関日計i還がす Fむにつれ，また弱痢採取.林道工

事による土砂および農薬の流入を防止する必要がある。
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